
学童クラブについて、子供の自主性、社会性及び創造性をはぐくむとともに、保護者のニーズに応じた多様なサー

ビスを提供し、学童クラブの充実が図られるよう、以下の２点を踏まえた上で、設備運営基準を上回る都独自の新た

な運営基準による認証制度等の創設に向けた調査研究等を行うとともに、先行実施を行う区市町村に対し必要な経費

を補助

① 子供・保護者・職員の３つの視点で充足した質の高いサービスを保証できる体制を整備

② 民間参入を促進し、多様なサービスの提供体制を整備

✔ 専門委員会の設置：有識者等からなる専門委員会を設置し、制度創設に向け検討

（適切な定員規模、職員配置、処遇改善、多様な活動内容、提供するサービス 等）

✔ 実態調査の実施：運営実態や課題を調査するとともに、利用者のニーズを把握

（都内学童クラブの運営状況や職員体制、保護者ニーズの調査、ヒアリング）

✔ 区市町村における先行実施：先進的な取組を実施する区市町村への支援を行い、その実施状況や成果を制度検討

に活用

事業の内容

東京都認証学童クラブ制度創設に向けた取組

事業の目的

資料３
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■ 時期
６月から７月

■ 対象
小学生低学年（200名）
小学校高学年（200名）

■ 項目
・学童クラブは楽しいか
・もっと楽しくなるために、やりたいこ
とは何か

・学童クラブで困ることはあるか
・学童クラブの先生に対して感じた良
かったこと

・学童クラブの先生に変えてほしいと
思ったこと

■ 時期
７月から８月

■ 対象
学童クラブを利用している保護者（学童クラブ経由で配布）

■ 項目
・利用者の居住地、学年、利用頻度
・学童クラブに充実してほしいもの、負担に感じているもの
・延長保育、昼食提供、送迎支援のニーズ
・何年生まで学童クラブを活用するか
・学童以外の居場所に対するニーズ、利用しない理由
・利用料金 など

■ 時期
７月

■ 対象
公設公営、公設民営、民設民営の学童

クラブ（1,100施設）

■ 項目
・基本情報（設置主体、運営主体、設置
場所、賃借料、利用料、定員、登録児
童数）

・適切と考える１支援当たりの児童数
・職員の配置状況、平均給与
・適切だと考える常勤職員数
・人材確保、定着の状況や課題
・研修の取組状況
・活動内容の実施状況や課題 など

子供アンケート

保護者アンケート

学童クラブアンケート

■ 時期
７月から８月

■ 対象
都内57区市町村
（一部区市町村はヒアリング実施）

■ 項目
・職員の確保、定着に関する課題
・処遇改善、研修、多様な活動、障害児
受入れに関する取組状況や課題

・昼食提供や第三者評価の実施状況
・利用申込～決定の方法
・待機児童世帯の特徴、
・待機児童後のフォローアップ
・今後の整備方針（学校内外、学年別）
・利用料金について など

区市町村アンケート・ヒアリング

■ 時期
９月

■ 対象
都以外の５自治体（他道府県、政令指定都市）

■ 項目
学童のクラブの質の向上に関する取組について

都外自治体ヒアリング

認証学童クラブ制度に向けた実態調査の概要

認証学童クラブ制度の創設に向けて、検討に必要となる実態把握やニーズ調査、自治体の情報収集を行う。
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認証学童クラブ制度先行実施事業

○ 区市町村は、調査研究検討テーマに準じた取組について先行実施

○ 先行実施を行う区市町村及び学童クラブにおいて、事業の実施状況、効果や課題、子供・保護者・職員の声などについて情報収集

○ 区市町村は、上記の情報収集の内容について、中間報告及び実績報告を実施

○ 都は、区市町村が取組実施に必要な経費を補助 【補助基準額：１テーマ：5,000千円/クラブ 負担割合：都10/10】

実施内容

調査研究検討テーマ 先行実施例

ア 学童クラブにおける適切な人員配置について 障害児等に対する国の補助を超えた職員の配置 など

イ 学童クラブの質の向上や人員の確保・定着
につなげるための支援について

学童クラブ独自に研修体系を構築、独自の処遇改善の実施、事務負担軽減のための補助
員の配置、学生等の職場体験の実施 など

ウ 学童クラブにおける子供の活動内容について 創意工夫を凝らした多様なプログラムを実施 など

エ 学童クラブで提供すべきサービスについて
学校から学童クラブまでのタクシーによる個別送迎、職員の引率による送迎、１９時を
超えた開所時間の設定 など

オ アからエを踏まえた学童クラブの適切な運営に
ついて、その他

その他学童クラブの質の向上に資する取組 など

○ 都独自の新たな運営基準による認証学童クラブ制度創設に向け、先進的な取組を実施する区市町村への支援を行い、その実施状況や成

果を制度検討に活用する。

○ 先行実施区市町村は、公募により決定（最大１０クラブ）

① 区市町村は、応募に当たって実施計画書を提出

② 選定委員会において対象区市町村を決定

選定方法

目的

【スケジュール】

８月初旬に公募開始し、８月中に選定（予定）
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回数（実施予定月） 議題案

第１回（８月１日）

・東京都認証学童クラブ制度の創設に向けた取組について

・都内学童クラブの現状及び補助事業の概要について

・認証学童クラブ制度創設に向けた課題について

第２回（８月下旬～９月上旬）

・実態調査の結果報告

・関係者ヒアリング

・認証学童クラブ制度創設に向けた課題整理

第３回（９月下旬～１０月上旬）
・先行実施事例の報告

・認証学童クラブ制度の方向性

第４回（１０月下旬～１１月）
・先行実施事例の報告

・認証学童クラブ制度の事業案

※実施回数や議題については、検討状況などより変更する可能性がある。

東京都認証学童クラブ制度専門委員会の議題（案）
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